
年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○○

「宇治拾遺物語」
【知識及び技能】
　古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　本文を通釈したうえで積極的に慣
用句の意味用法を調べ、学習課題に
沿ってオリジナルの短文を作ろうと
する。

・指導事項
　本文の内容を的確に捉えたうえ
で、現代に残る慣用句の理解を深め
る。
・教材
　教科書、プリント、小テスト

言語文化演習国語

○

○

１
学
期

古文チェックポイント
【知識及び技能】
　古典を読むために必要な文語のき
まりや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　古典特有の表現の仕方、表現の特
色などについて理解することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　現代の言葉との違いを積極的に探
したり、調べたりすることができ
る。

・指導事項
　品詞の種類、現代語との違いにつ
いての問題演習
・教材
　教科書、プリント、小テスト

【知識及び技能】
　時間の経過や地域の文化的特徴などによる文
字や言葉の変化について理解を深め、古典の言
葉と現代の言葉とのつながりについて理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化
について自分の考えをもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に古語と現代語の違いについて考察
し、学習課題に沿って調べ学習に取り組もうと
している。

○

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。

国語 言語文化演習 2

【 知　識　及　び　技　能 】

生涯にわたる社寺会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化
に対する理解を深めることができるようにす
る。

様々な文章を読んで、論理的に考える力を身に
付けるとともに、他者との関わりの中で、自分
の思いや考えを広げることができるようにす
る。

「新編　言語文化」（数研出版）

【知識及び技能】
　古典の世界に親しむために、古典を読むため
に必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典特
有の表現などについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品や文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
　本文を通釈したうえで積極的に慣用句の意味
用法を調べ、学習課題に沿ってオリジナルの短
文を作ろうとしている。

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばすことが
できる。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。

14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科

14

ズームアップ　古語と現代語
【知識及び技能】
　時間の経過や地域の文化的特徴な
どによる文字や言葉の変化について
理解を深め、古典の言葉と現代の言
葉とのつながりについて理解するこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品の内容や解釈を踏まえ、自分
のものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に古語と現代語の違いにつ
いて考察し、学習課題に沿って調べ
学習に取り組もうとしている。

・指導事項
　身の回りの古語的表現を調べ、現
代語訳する。
・教材
　教科書、プリント、小テスト

6

態

【知識及び技能】
　古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまり、古典特有の表現などについて理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　古典特有の表現の仕方、表現の特色などにつ
いて理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
　現代の言葉との違いを積極的に探したり、調
べようとしている。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言
葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を
養う。

言語文化演習

配当
時数

（　吉野　）

○ ○

○



２
学
期

探究の扉　今昔物語
【知識及び技能】
　言葉には、文化の継承、発展、創
造を支える働きがあることを理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品や文章の成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ、内容の
解釈を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
　粘り強く『羅生門』と『今昔物語
集』の差異を見極め、学習課題に
沿って考察しようとしている。

・指導事項
　『羅生門』と『今昔物語集』にお
ける描写の違いを考察し、発表す
る。
・教材
　教科書、プリント、小テスト

３
学
期

○

【知識及び技能】
　言葉には、文化の継承、発展、創造を支える
働きがあることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品や文章の成立した背景や他の作品などと
の関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
　粘り強く『羅生門』と『今昔物語集』の差異
を見極め、学習課題に沿って考察しようとして
いる。

【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化
について自分の考えをもつことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文に由来する学校名・会社名・人名などを
調べて発表する課題において、積極的に自分の
考えを説明しようとする。

ズームアップ　詩歌の魅力
【知識及び技能】
　我が国の言語文化に特徴的な語句
の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊
かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の知識や体験の中から適切な
題材を決め、集めた材料のよさや味
わいを吟味して、表現したいことを
明確にできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　学習課題に沿って、粘り強く鑑賞
文の作成に取り組むことができる。

・指導事項
　各自で選択した句が持つ味わいを
吟味したうえで、表現したいことを
明確に示した鑑賞文を作成する。
・教材
　教科書、プリント、小テスト

○

○

○

【知識及び技能】
　我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、それらの文化的背景について理解を深め、
文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の知識や体験の中から適切な題材を決
め、集めた材料のよさや味わいを吟味して、明
確に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　学習課題に沿って、粘り強く鑑賞文の作成に
取り組もうとしている。

○

ズームアップ　漢文由来の名付け
【知識及び技能】
我が国の言語文化の特質や我が国の
文化と外国の文化との関係について
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品の内容や解釈を踏まえ、自分
のものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分
の考えをもつことができる
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文に由来する学校名・会社名・
人名などを調べて発表する課題にお
いて、積極的に自分の考えを説明し
ようとする。

・指導事項
　一般に知られる学校名・会社名・
人名などに、漢文出典に由来するも
のがあることを説明する。
・教材
　教科書、プリント、小テスト

ズームアップ　故事成語の用例を探
そう
【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品や文章の成立した背景や他の
作品などとの関係を踏まえ、内容の
解釈を深めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　故事成語の用例を調べて発表する
課題において、粘り強く用例調査に
取り組んでいる。

・指導事項
　現在用いられる故事成語の多くが
漢文に由来することについて、用例
を調べ、発表する。
・教材
　教科書、プリント、小テスト

12

○ ○ ○

○ ○ ○

8

16

合計

78

8

○

○ ○

【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品や文章の成立した背景や他の作品などと
の関係を踏まえ、内容の解釈を深めるている。
【学びに向かう力、人間性等】
　故事成語の用例を調べて発表する課題におい
て、粘り強く用例調査に取り組もうとしてい
る。

○

○


